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市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の

　
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

事
業
評
価

決
算
認
定
議
案
の
審
査

議
員
勉
強
会

　

名
古
屋
市
と
清
須
市
が
65

歳
以
上
を
対
象
に
新
た
に
設
置

す
る
人
へ
助
成
し
て
い
る
こ
と

を
把
握
し
て
い
ま
す
が
詳
し
い

分
析
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
現
時
点
で
エ
ア
コ
ン
設
置
に

補
助
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。今
後
、交
付
金
等
が
活
用
で

き
る
状
況
に
な
っ
た
場
合
は
、

適
切
に
判
断
し
、対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　
所
得
の
み
で
計
算
す
る
と
約

82
％
に
な
り
ま
す
が
、所
得
に

児
童
扶
養
手
当
を
加
え
る
と
約

28
％
に
な
り
ま
す
。

　
半
田
市
に
は
低
価
格
の
公
営

住
宅
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、自

立
に
取
組
む
ひ
と
り
親
世
帯
等

に
は
、月
額
上
限
７
万
円
を
12

か
月
間
貸
付
け
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。現
時
点
に
お
い
て
こ
の

制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、調
査・研
究
は
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
半
田
消
防
署
の一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
講
習
内
容
に
は
、

「
女
性
が
倒
れ
た
場
合
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
」は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

救
命
処
置
が
迅
速
に
行
え
る
よ

う
、Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
に
配
備
す

る
ほ
か
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
女
性
に
配
慮
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
」に
つ
い
て
も
掲
載
し
、

広
く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、三
角
巾
は
患
部
の
止
血
や

固
定
な
ど
の
応
急
手
当
に
も
有

効
で
あ
る
た
め
、市
が
設
置
す

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
に
は
常
備
し

て
い
き
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

に
は
、安
心
し
て
搾
乳
で
き
る

環
境
が
整
い
次
第
、「
搾
乳
で
き

ま
す
」の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
掲

示
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、民
間

施
設
に
対
し
て
も
安
心
し
て
搾

乳
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
お
願

い
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
女
性
が
倒
れ
た
場
合
を

想
定
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

の
訓
練
は
行
わ
れ
て
い
ま
す

か
。

問
先
進
地
で
実
施
さ
れ
て

い
る
エ
ア
コ
ン
設
置
支
援
に

つ
い
て
調
査
・
分
析
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。

問
市
場
価
格
よ
り
も
低
い

家
賃
や
価
格
で
利
用
で
き

る
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
住
宅
事

業
を
民
間
と
連
携
し
導
入

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

問
Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
の
中
に
女

性
に
配
慮
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
素
肌
を
覆
う
た
め
の
三

角
巾
を
備
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

問
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
に「
搾
乳

で
き
ま
す
」の
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム（
図
記
号
）を
掲
示
し
、安

心
し
て
搾
乳
で
き
る
環
境

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

９月定例会では、７人の議員が９月２日（３人）と３日（４人）に一般質問を行いました。各議員の
質問と市長を始めとする市当局の答弁（要旨）は次のとおりです。
※掲載順序は質問順です。
＊質問、答弁の詳細は１１月2５日頃から半田図書館・亀崎図書館等に配置された会議録でご覧いただけ
　ます。また、市議会ホームページにも掲載します。
＊その他、議員ごとにＹｏｕＴｕｂｅへ直接アクセスできるＱＲコードを掲載しています。

を問う市政市政を問う

坂
井
美
穂

（
公
明
党
）

麻
生
七
海

（
公
明
党
）

市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

会議録へ

女
性
に
配
慮
し
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
活
用

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
住

居
支
援
に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
公

的
補
助

誰
も
が
安
心
し
て
搾
乳

で
き
る
環
境
づ
く
り

問
住
民
税
非
課
税
世
帯

へ
補
助
を
実
現
す
べ
き
と　
　
　

考
え
ま
す
が
、財
源
等
を
ど

う
お
考
え
で
す
か
。

問
ひ
と
り
親
世
帯
で
住
居

費
負
担
が
所
得
の
３
割
を

超
え
る
割
合
は
ど
の
く
ら

い
あ
り
ま
す
か
。

一 質般 問
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市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の

　
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

事
業
評
価

決
算
認
定
議
案
の
審
査

議
員
勉
強
会

　

現
時
点
で
は
、大
き
な
影
響

は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。今
後
も

状
況
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

　
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

現
場
に
出
向
い
た
り
、
会
議

の
場
で
確
認
し
た
り
し
て
い

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
職
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
、
雇
用
の
安
定
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
独
自
の
支
援
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
事
業
所
に
国
の
加
算

制
度
や
県
の
補
助
金
制
度
等
を

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
既
に
あ
る
相
談
窓
口
の
周
知

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
広
告
付
き
避
難
所
看
板
の

設
置
に
関
す
る
協
定
」に
よ
り

広
告
事
業
主
が
広
告
を
募
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
規
の
設
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
過
去
３
年
間
に
お
い
て
登
下

校
時
に
熱
中
症
に
よ
り
緊
急
搬

送
さ
れ
た
児
童
は
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
、
登
校
中
の
体
調
悪

化
を
訴
え
る
児
童
を
保
健
室
で

休
ま
せ
た
事
案
が
５
月
に
２
件
、

６
月
に
２
件
あ
り
ま
し
た
。

　

市
や
学
校
に
対
し
て
冷
却

グ
ッ
ズ
を
冷
や
す
冷
凍
庫
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
の
要
望
や
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
他
の
自
治
体
の
取
組

み
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

行
い
、
先
進
的
な
事
例
に
つ
い

て
は
、
そ
の
効
果
や
問
題
点
な

ど
を
検
証
し
な
が
ら
幅
広
く
熱

中
症
対
策
の
強
化
に
取
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
果

的
に
政
策
を
進
め
て
い
く
た
め

に
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く

政
策
形
成
は
必
要
で
あ
り
、「
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
」は
重
要
な
も
の
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、施
設
利

用
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
は
各
課

等
が
個
別
に
保
有
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
照
会
し
て
い
ま

す
。全
庁
的
な
仕
組
み
や
ツ
ー

ル
が
整
っ
て
お
ら
ず
、デ
ー
タ
共

有
の
必
要
性
が
十
分
に
浸
透
し

て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

　

予
算
や
決
算
説
明
資
料
で

は
、デ
ー
タ
を
図
表
化
し
て
周

知
し
て
い
ま
す
。今
後
は
計
画

や
政
策
等
に
つ
い
て
も
、市
民

に
分
か
り
や
す
く
示
す
よ
う
各

課
等
に
徹
底
し
ま
す
。

　
３
か
年
実
施
計
画
や
主
要
事

業
評
価
の
策
定
要
領
等
に
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
に
関
す
る
記
述
を
加
え
、

研
修
や
環
境
整
備
等
に
よ
り
、

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
対
す
る
職
員
の
理

解
度
の
向
上
と
専
門
性
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

問
ど
の
よ
う
な
方
法
で
広

告
を
募
っ
て
い
ま
す
か
。

問
過
去
５
年
間
で
新
た
な

設
置
は
あ
り
ま
し
た
か
。

問
こ
れ
ま
で
登
下
校
時
に

熱
中
症
を
発
症
し
た
児
童

は
い
ま
す
か
。

問
庁
内
で
の
統
計
デ
ー
タ

の
共
有・連
携
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
後

の
半
田
市
内
に
お
け
る
介

護
事
業
所
へ
の
影
響
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

問
こ
れ
ま
で
保
護
者
か
ら

登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て
要
望
等
は
あ
り
ま

し
た
か
。

問
児
童
の
命
を
守
る
た
め
、

登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
の

強
化
が
必
要
と
考
え
ま
す
が

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

問
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
活
用
し
た
市

民
へ
の
政
策
説
明
や
情
報
発

信
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問
事
業
所
の
経
営
状
況
を

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
把
握
す
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問
市
独
自
で
事
業
所
へ
の

経
済
的
支
援
を
す
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問
ひ
と
り
で
判
断
し
づ
ら

く
な
っ
た
高
齢
者
の
相
談
体

制
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

問
介
護
職・看
護
職
の
人
手

不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

ま
す
か
。

問
相
談
は
個
人
に
よ
り

様
々
で
す
。
市
独
自
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

問
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
政
策
決
定

に
定
着
さ
せ
る
た
め
の
中

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

問
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
、「
根

拠
と
な
る
客
観
的
な
デ
ー

タ
」の
こ
と
で
す
が
、こ
れ
を

根
拠
に
、政
策
の
立
案
を
行

う
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
意
義
と
必
要

性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
ま
す
か
。

山
田
清
一

公
明
党

有
留
麻
由

（
無
所
属
）

市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

広
告
付
き
避
難
所
看
板

の
設
置
状
況

デ
ー
タ
に
基
づ
く
市
政

へ

訪
問
介
護
・
看
護
へ
の

支
援
を
求
め
る

小
学
生
の
登
下
校
時
に

お
け
る
熱
中
症
対
策

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
へ
の
支
援
体
制
を
求

め
る

伊
藤
正
興

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
ん
だ
）
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市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の

　
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

事
業
評
価

決
算
認
定
議
案
の
審
査

議
員
勉
強
会

　
余
裕
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、健
全
な
状
況
を
維
持
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

勿
論
危
機
感
は
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
通
り
で
す
。
公
用
車
へ

の
広
告
の
募
集
や
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄
附
金
の
確
保
な
ど

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
適
切
な
施
設
を
検
討
し
、
公

募
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

 審　議　結　果 令和７年第６回定例会（９月２日～１０月２日）

■全会一致の案件
議　案 
番号等 議　案　名　　　　　　　　　　　　 （　）内は議案の補足説明です。

６０
令和７年度半田市一般会計補正予算第３号
　総　　務：（定額減税の給付対象者が増加し事業費の不足に対応するものなど）
　文教厚生：（民間保育所の保育業務のＩＣＴ化を推進するためのシステム導入を補助するものなど）
　建設産業：�（市営住宅水道メーター取替事業でスマートメーターを購入するものなど）

６２ 令和７年度半田市介護保険事業特別会計補正予算第１号
（令和６年度の事業費の確定により超過交付となった国・県等の負担金を返還するものなど）

６４ 令和７年度半田市水道事業会計補正予算第１号
（私設スマートメーターの個数変更と市営住宅のスマートメーターへの国庫補助の決定によるもの）

６５ 半田市議会議員及び半田市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例等の一部改正について
（選挙運動用のポスター・ビラの作成単価を引き上げるもの）

６７ 半田市手数料条例の一部改正について
（「マンションの管理の適正化の推進に関する法律」の改定に伴い条例の一部を改正するもの）

６８ 半田市国民健康保険税条例の一部改正について
（「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」の施行に伴い、国が定める帳票に変更となるため条例改正するもの）

６9 半田市水道事業給水条例等の一部改正について
（災害その他非常の場合に市外の指定業者が工事することを可能とするため条例改正するもの）

７０ 令和６年度半田市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
（未処分利益剰余金を自己資本金へ組入れ等するもの）

７１ 令和６年度半田市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
（未処分利益剰余金を自己資本金へ組入れ等するもの）

７２ 半田市公平委員会の委員の選任について
（令和７年１１月２４日をもって任期満了となるため、細井靖浩氏を新たに選任するもの）

７３ 半田市教育委員会の委員の任命について
（令和７年９月３０日をもって任期満了となるため、正村日登美氏を引続き任命するもの）

認定４ 令和６年度半田市下水道事業会計決算の認定について

意見書案
第1号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の提出について

鈴
木
幸
彦

（
創
造
み
ら
い
半
田
）

知
恵
を
絞
っ
て
新
た
な

財
源
確
保
を

問
現
在
の
半
田
市
の
財
政

状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
ま
す
か
。

問
公
共
施
設
の
更
新
、鉄
道

高
架
化
な
ど
の
大
型
事
業

が
続
き
、加
え
て
物
価
、人

件
費
の
高
騰
、知
多
半
島
総

合
医
療
機
構
へ
の
負
担
金

増
な
ど
、経
費
の
増
加
に
危

機
感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問
病
院
移
転
後
、利
用
者

が
大
き
く
減
少
し
た
立
体

駐
車
場
を
職
員
に
有
償
で

貸
し
出
す
な
ど「
稼
ぐ
」と

い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
せ

ん
か
。

問
『
瀧
上
工
業
雁
宿
ホ
ー

ル
』や『
半
田
ぴ
よ
ロ
グ
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
』の
よ
う
に

地
元
企
業
の
ご
協
力
で
市

の
施
設
に
名
前
を
付
け
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
も
っ

と
幅
広
く
公
募
し
、財
源
を

確
保
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

問
国
か
ら
の
地
方
交
付
税　

を
受
け
な
い
不
交
付
団
体

に
な
り
ま
し
た
が
、税
収
等

の
既
存
財
源
だ
け
で
は
市

民
が
満
足
す
る
行
政
運
営

は
厳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　一般質問に関することは、原稿の提出期限を含め市議会で定めたルールに基づき掲載を
行っています。今回、竹内功治議員については、指定の期日までに原稿の提出がなかったた
め、市議会として掲載しないこととしました。質問内容についてはホームページ、YouTube
（記載のQRコードから）でご確認ください。

議
案
の
審
議
結
果

市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）
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市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の

　
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

事
業
評
価

決
算
認
定
議
案
の
審
査

議
員
勉
強
会

■その他の案件
議　案 
番号等 議　案　名

報告２１ 専決処分の報告について（道路管理に起因する事故の和解及び損害賠償の額の決定）

報告２２ 令和６年度半田市決算に係る健全化判断比率について

報告２３ 令和６年度半田市公営企業決算に係る資金不足比率について

報告２４ 令和６年度半田市乙川中部土地区画整理事業特別会計継続費の精算報告について

報告２５ 令和６年度半田市下水道事業会計継続費の精算報告について　

報告２６ 知多南部卸売市場株式会社の経営状況について

報告２7 専決処分の報告について（工事請負契約の変更）

議
案
の
審
議
結
果 ■賛否の分かれた案件

議　案 
番号等

議　案　名
（　）内は議案の補足説明です。

創造みらい半田 公明党 つなぐ
未来

チャレンジ
はんだ 無所属

議決 
結果

石
川　
英
之

山
本　
裕
介

芳
金　
秀
展

鈴
木　
英
華

田
中　
嵩
久

澤
田　
　
勝

鈴
木　
幸
彦

榊
原　
瑞
輝

竹
内　
功
治

沢
田　
　
清

岩
田　
玲
子

渡
邉　
昭
司

山
田　
清
一

坂
井　
美
穂

麻
生　
七
海

中
村　
和
也

小
出　
義
一

伊
藤　
正
興

國
弘　
秀
之

有
留　
麻
由

新
美　
保
博

加
藤　
美
幸

６１
令和７年度半田市国民健康保険事業特別会計補正予算第１号
（令和８年度から子ども子育て支援金の徴収が開始され
ることに伴いシステム改修するもの）

議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇可決

６３
令和７年度半田市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算第１号
（令和８年度から子ども子育て支援金の徴収が開始され
ることに伴いシステム改修するもの）

議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇可決

６６

半田市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
（情報システムの標準化に伴い住登外者の個人番号を
管理・登録するもの）

議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇可決

認定１ 令和６年度半田市一般会計等歳入歳出決算の認定につ
いて

議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇認定

認定２ 令和６年度半田市立半田病院事業会計決算の認定につ
いて

議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇認定

認定３ 令和６年度半田市水道事業会計決算の認定について 議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇認定

※１ ： 議長は採決に加わらない。　２ ： 〇は賛成の議員、●は反対の議員

反
対
討
論

議
案
第
61
号
、63
号
、66
号
に
反
対

     　

 　
　

有
留
麻
由
議
員

　
61
号
・
63
号
は
、
令
和
８
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
を
徴
収
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
改

修
す
る
補
正
予
算
で
す
。
保
険
料
は

年
々
上
昇
し
て
お
り
、
更
な
る
負
担
は

反
対
で
す
。
66
号
は
住
登
外
者
の
情
報

を
一
元
管
理
化
し
、
市
役
所
の
複
数
の

業
務
シ
ス
テ
ム
間
で
利
用
す
る
も
の
で

す
。
特
定
個
人
情
報
漏
洩
の
恐
れ
が
あ

り
反
対
で
す
。

決
算
認
定
に
係
る
反
対
討
論

認
定
第
1
号
、2
号
、3
号
に
反
対

  　
　
　

   　

 　
　

有
留
麻
由
議
員

　
令
和
６
年
度
は
国
民
健
康
保
険
料
や

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
値
上
げ
、
水
道
料
金
の
口
座
振
替

の
割
引
廃
止
な
ど
市
民
の
負
担
増
が
重

な
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
事
業
、
数
少
な
い
大
企
業
、
石
塚

工
業
団
地
の
企
業
立
地
に
予
算
を
支
出

す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
や

福
祉
、
教
育
、
中
小
企
業
の
応
援
に
使

う
べ
き
で
す
。
病
院
の
独
法
化
を
含
む

３
件
の
認
定
に
反
対
で
す
。
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市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の

　
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

事
業
評
価

決
算
認
定
議
案
の
審
査

議
員
勉
強
会

決
算
認
定
議
案
の
審
査

　９月の定例会では、前年度の予算が適正に執行されたか、その事業内容を総務・文教厚生・建
設産業の３つの常任委員会でチェックを行います。
　令和６年度の事業について、その審査内容の一部をお知らせします。

総
　
務
　
委
　
員
　
会

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

事
務問

個
人
情
報
の
漏
え
い
が
７
件

発
生
し
ま
し
た
が
、
市
民
に

は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
、
再
発
防

止
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
み

を
行
い
ま
し
た
か
。

答
情
報
が
漏
え
い
し
た
方
へ
は

事
実
と
対
応
策
を
速
や
か

に
、か
つ
丁
寧
に
説
明
し
、不
安
解

消
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、担
当
課

長
と
総
務
課
で
再
発
防
止
策
を
協

議
し
、実
施
状
況
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。発
生
し
た
事
案
に
つ
い

て
は
、各
課
等
と
情
報
共
有
し
、同

様
の
事
案
が
発
生
し
な
い
よ
う
業

務
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
整
備
基
金

問
公
共
施
設
整
備
基
金
を

９
億
７
千
万
円
取
り
崩
し
、

基
金
残
高
が
30
億
円
か
ら
21
億
円

に
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
ど

の
よ
う
に
財
源
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
か
。

答
財
政
調
整
基
金
が
令
和
７
年

度
末
に
目
標
額
の
70
億
円
に

達
す
る
見
込
み
の
た
め
、
今
後
は

公
共
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

財
産
管
理

問
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地

（
行
政
財
産
）
を
売
却
す
る

場
合
の
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
中
心
市
街
地
や
公
共
施
設
に

隣
接
し
て
い
る
土
地
は
売
却

し
ま
せ
ん
が
、
市
が
活
用
す
る
見

込
み
が
な
い
土
地
は
、
固
定
資
産

税
の
増
加
や
定
住

者
の
増
加
に
つ
な

が
る
た
め
売
却
し

て
い
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
等
賦
課
事
務

問
固
定
資
産
台
帳
の
確
認
や
実

地
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
申

告
内
容
を
精
査
し
た
結
果
は
、
ど

の
よ
う
で
し
た
か
。

答
未
申
告
の
償
却
資
産
を
発
見

し
、
新
た
に
500
万
円
程
度
の

課
税
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

半
田
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
特
別
会
計

問
例
年
と
比
較
し
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
事
業
か
ら
一
般
会
計

に
繰
り
入
れ
た
金
額
が
大
き
く

な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

答
常
滑
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
で
は
、
収
益
を
建
設

改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
、
そ
の

残
額
を
常
滑
市
と
半
田
市
で
基

準
に
基
づ
き
分
配
し
て
き
ま
し

た
が
、
積
み
立

て
が
ほ
ぼ
終
わ

り
、
分
配
で
き

る
額
が
増
加
し

た
た
め
で
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

問
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
実
証
実

験
を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の

費
用
対
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
ま
す
か
。ま
た
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま

し
た
か
。

答
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
費

39
万
６
千
円
に
対
し
、
約
550

時
間
の
業
務
の
削
減
効
果
が
得
ら

れ
た
た
め
、
費
用
対
効
果
は
高

か
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人

情
報
を
読
み
込
ま
な
い
機
能
を
保

有
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
定
し

ま
し
た
。

決算認定議案の審査決算認定議案の審査
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市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の

　
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

事
業
評
価

決
算
認
定
議
案
の
審
査

議
員
勉
強
会

決
算
認
定
議
案
の
審
査

総
　
務
　
委
　
員
　
会

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
支
援
事
業

問
自
治
区
の
負
担
軽
減
や
担
い

手
不
足
の
解
消
に
向
け
ど
の

よ
う
な
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
か
。

答
自
治
区
の
現
状
を
調
査
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
や
自
治
区
間
で

の
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
を
基
に
負
担
軽
減
に
対

す
る
具
体
的
な
施
策
を
区
長
が
集

ま
る
区
長
連
絡
協
議
会
で
協
議
し

ま
し
た
。

文
　
教
　
厚
　
生
　
委
　
員
　
会

地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術

活
動
支
援
事
業

問
部
活
動
に
代
わ
る
受
入
れ
団

体
の
整
備
状
況
は
ど
の
よ
う

で
す
か
。

答
市
内
の
受
入
れ
団
体
は
、
令

和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
、

52
団
体
あ
り
、
こ
れ
ま
で
部
活
動

と
し
て
学
校
で
活
動
し
て
い
た
種

目
に
関
し
て
は
、
お
お
む
ね
受
入

れ
で
き
る
体
制
が
で
き
て
い
ま

す
。問

部
活
動
改
革
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
が
大
会
に
出
場
で
き

る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を

行
い
ま
し
た
か
。

答
半
田
祭
と
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
の

す
べ
て
の
団
体
が
出
場
で
き
る
よ
う

大
会
要
項
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
外
の
大
会
に
つ
い
て
は
、

大
会
主
催
者
が
出
場
チ
ー
ム
の
要
件

を
決
め
る
た
め
、
結
果
と
し
て
出
場

で
き
な
い
事
例
が
あ
り
ま
し
た
が
、

個
別
に
相
談
に
応
じ
、
大
会
に
出
場

で
き
る
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

共
に
学
ぶ
教
育
環
境
推
進
事
業

問
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
を
介
助
す
る
保
護

者
の
負
担
は
ど
の
よ
う
な
点
で
軽

減
さ
れ
ま
し
た
か
。

答
看
護
師
及
び
介
助
員
の
派
遣

に
よ
り
、
保
護
者
が
介
助
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
負
担

は
軽
減
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

小
学
校
水
泳
事
業
指
導
補
助

委
託
事
業

問
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
、教
職
員
や
児
童

か
ら
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
り
ま

し
た
か
。

答
教
職
員
か
ら
は
、
児
童
を
管

理
す
る
人
数
が
増
え
た
た

め
、
事
故
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
声
や
、
専
門
的
な
指
導

が
行
わ
れ
る
た
め
助
か
る
と
い
う

声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児

童
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
か
ら
水

泳
が
上
達
し
喜
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業

問
助
成
金
を
申
請
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
が
令
和
５
年
度
と
比
較

す
る
と
減
少
し
て
い
る
理
由
は
何

で
す
か
。

答
助
成
金
の
申
請
に
は
、
ク
ラ

ブ
の
会
員
数
が
30
名
以
上
で

あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
会
員
数
が
30
名
に
満
た
な
い

ク
ラ
ブ
が
増
え
て
き
た
た
め
で

す
。

市
立
高
根
保
育
園
民
営
化
事
業

問
受
入
れ
可
能
な
子
ど
も
の
定

員
が
、民
営
化
前
か
ら
全
体

で
83
名
減
少
し
て
い
ま
す
が
、今

後
の
保
育
需
要
を
見
据
え
た
受
入

れ
体
制
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

答
定
員
が
減
少
し
た
の
は
、
３

歳
か
ら
５
歳
児
の
受
入
れ
で

あ
り
、
市
内
全
体
で
受
入
れ
に
余

裕
が
あ
る
た
め
、
定
員
が
減
少
し

て
も
支
障
が
な
い
と
判
断
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
需
要
の
高
い
０
歳

か
ら
２
歳
の
低
年
齢
児
の
受
入
れ

は
拡
大
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
受
入
れ
体
制
に
な
っ
て
い

ま
す
。

アイグラン保育園高根
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市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の

　
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

事
業
評
価

決
算
認
定
議
案
の
審
査

議
員
勉
強
会

決
算
認
定
議
案
の
審
査

建
　
設
　
産
　
業
　
委
　
員
　
会

半
田
運
河
活
性
化
推
進
事
業

問
日
常
的
な
賑
わ
い
創
出
に
つ

な
げ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
取
組
み
ま
し
た

か
。答

「
半
田
運
河
キ
ャ
ナ
ル
ナ
イ

ト
」
な
ど
の
短
期
イ
ベ
ン

ト
に
加
え
、
春
に
は
「
鯉
の
ぼ

り
」
、
「
萬
三
の
白
モ
ッ
コ
ウ
バ

ラ
祭
」
を
始
め
、
半
六
庭
園
で
の

「
夏
の
風
鈴
飾
り
」
、
「
秋
の
ラ

ン
プ
飾
り
」
な
ど
の
誘
客
ス
ポ
ッ

ト
の
設
置
に
取
組
み
ま
し
た
。

道
路
維
持
修
繕
事
業

問
除
草
作
業
の
予
算
や
人
員
は

十
分
で
し
た
か
。

答
緊
急
を
要
す
る
箇
所
の
除
草

は
市
の
「
す
ぐ
や
る
隊
」
が

行
い
ま
し
た
が
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
道
路
や
水
路
沿
い
、
市
民
か

ら
の
要
望
が
多
い
箇
所
の
除
草

は
、
業
者
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り

現
状
の
人
員
に
て
対
応
で
き
て
お

り
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

問
全
体
と
し
て
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
普
及
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、未
取
得
の
方
へ
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
ま
し
た
か
。

答
こ
れ
ま
で
５
歳
未
満
の
取
得

率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
12
月
か
ら
出
生
届
と

同
時
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

こ
の
案
内
を
出
生
届
の
受
付
時
に

行
う
よ
う
徹
底
し
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

問
令
和
６
年
度
の
成
果
と
課
題

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

答
成
果
と
し
て
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
の
設
立
や

基
本
計
画
の
策
定
、
コ
コ
コ
リ
ン

の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
活
性
化
に

向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
公
民
連
携
に
よ
る
担
い
手
づ

く
り
や
、
エ
リ
ア
価
値
を
上
げ
る

こ
と
が
今
後
の
課
題
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
半
田
駅
前
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計

問
１
号
公
園
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

参
加
者
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見

が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
検
討
を
し
ま
し
た
か 

。

答
「
居
心
地
の
良
い
公
園
」
、

「
イ
ベ
ン
ト
や
災
害
時
の
防

災
拠
点
な
ど
多
用
途
に
活
用
で
き

る
公
園
」
な
ど
、
今
後
の
整
備
に

参
考
と
な
る
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
小
さ
な
公
園
で
あ

り
、
す
べ
て
の
意
見
を
反
映
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
半

田
駅
周
辺
の
他
の
公
共
空
間
も
活

用
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
意
見

を
反
映
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

ま
す
。

上
水
道
事
業
会
計

問
上
水
道
管
の
耐
震
化
率
は
ど

の
程
度
で
す
か
。

答
水
を
配
水
す
る
本
管
で
あ
る

基
幹
管
路
が
88
・
５
％
、
そ

れ
以
外
の
管
は
、
23
・
4
％
で

す
。
ま
た
、
基
幹
管
路
の
耐
震
化

率
は
令
和
５
年
度
実
績
で
県
内
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工事中の JR 半田駅

名鉄知多半田駅前

キャナルナイト夏の風鈴飾り



特別委員会の
年間調査テーマ
特別委員会の
年間調査テーマ
特別委員会の
年間調査テーマ
特別委員会の
年間調査テーマ

被
災
者
支
援
体
制
の
強
化

特
別
委
員
会

　
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
は
、在
宅
避
難
や
車
中
泊

な
ど
の「
避
難
所
外
避
難
者
」に
対
す
る
支
援
の
必
要
性

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、令
和
6
年
度
の
能

登
半
島
地
震
で
は
、多
く
の
集
落
が
孤
立
し
、高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
の「
災
害
時
要
援
護
者
」に
支
援
が
届

き
に
く
い
事
例
が
多
発
し
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
方
を

含
め
た
被
災
者
の
安
否
確
認
、情
報
提
供
、見
守
り
を

行
う
仕
組
み
は
、半
田
市
民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
、調
査
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
自
治
体
や
有
識
者
か
ら
、被

災
者
支
援
の
仕
組
み
を
は
じ
め
、被
災
者
の
自
立・生
活

再
建
が
進
む
よ
う
に
専
門
家
と
連
携
し
て
支
援
す
る「
災

害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
す
。半

田
市
の
現
状
の
支
援
体
制
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
も
含
め
た
被
災
者
支
援
の
体
制
強

化
を
目
指
し
ま
す
。

委　員　長

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
調
査

特
別
委
員
会

　
近
年
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、B
M
X
、ブ
レ
イ
キ
ン
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
競
技
が
広
ま
り
、ス
ポ
ー

ツ
観
戦
の
楽
し
み
方
も
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。当
委

員
会
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、そ
の一つ
の
方
法
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
だ
け
で
な
く
、試
合
が
な
い
日
で
も
買

い
物
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
楽
し
め
る「
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
る
多
機
能
な
運
動
施
設
に
着
目
し

調
査
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
将
来
の
ま
ち
を
見
据
え
、ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
有
効
性
と

ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

新
た
な
公
民
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、先
進
地
の
事
例

を
参
考
に
調
査・研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 委　員　長

　半田市議会では、市の課題解決に向けて特別委員会を立ち上
げ、調査・研究を行い、市に提言をしています。今年度の調査テー
マは以下のとおりです。

令和
７年度
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市
政
へ
の
一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

特
別
委
員
会
の

　
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

事
業
評
価

決
算
認
定
議
案
の
審
査

議
員
勉
強
会

事
業
評
価

総
務
委
員
会

 評価の対象 災害対策事業（防災安全課）
【事業の目的】自主防災組織の活性化や家庭の備えを高めていくための支援を行う。

選定の理由 災害時における防災資材は整ってきているが、市民の防災訓練への参加率や関心度が低い状況
にあり、訓練内容等の見直しが必要と思われるため。

事業評価 問題あり（拡充する必要あり）

主な提言
市民の防災意識を高めるため、防災に直接関係のないイベント等に防災体験を取り入れたり、
防災資材を積極的に活用したりすること。また、優良な取組みについては、全市で情報共有する
こと。

文
教
厚
生
委
員
会

 評価の対象
音楽のあるまちづくり事業（生涯学習課）
【事業の目的】新たな音楽文化の創造や醸成を促し、ひとづくりやまちづくりにつなげていくととも
　　　　　　に、心豊かな市民生活と活力ある地域社会の実現に寄与する。

選定の理由 市民における事業全体の認知度や満足度が目標を下回っており、事業の実施方法に改善の余地
があると思われるため。

事業評価 問題あり（合理化の必要あり）

主な提言
セントラル愛知交響楽団以外の事業者や参加者によるクラッシック以外のジャンルを取入れ、子
どもや市民が参加しやすい体験型イベントを拡充するなど、幅広いジャンルを扱う取組みを進
めること。

建
設
産
業
委
員
会

 評価の対象
市営住宅維持管理事業（建築課）
【事業の目的】市営住宅の維持補修を継続して実施することで、入居者に安心安全な住環境を整備
　　　　　　する。

選定の理由 市営住宅は生活困窮者や低所得者のセーフティネットとして必要であるが、入居率等から管理す
る戸数の適正化を図る必要があると思われるため。

事業評価 概ね適正（現状を維持）

主な提言
入居率の低い住宅の入居者数を増やすため、募集する住宅の住環境を整えたり、学生入居や事
務所としての活用など、目的外使用にもチャレンジしたりすること。また、市営住宅長寿命化計画
に基づいた住宅の廃止を進めるため、入居状況に基づく入居者の移転による棟集約を進め計画
的な維持管理を行うこと。

市民の皆さまからいただいた税金の有効活用に向けて
各常任委員会（総務委員会、文教厚生委員会、建設産業委員会）が選定した
３つの事業について９月に事業評価を行い、その結果を１０月に市長へ報告しました。
今回の評価結果に対しては、今後、市から方針、対応等が示される予定です。
事業評価に関する詳細な内容は、ホームページでご確認いただけます。

令和
７年度

議会事業評価の議会事業評価の議会事業評価の議会事業評価の
結果について結果について結果について結果について



勉強会を行いました勉強会を行いました勉強会を行いました
今後の議員活動、議会活動に活かす！今後の議員活動、議会活動に活かす！今後の議員活動、議会活動に活かす！

“社会を明るくする運動”

“社会を明るくする運動”
について
　半田保護区保護司会と半田市議会が名古屋保
護観察所の社会復帰対策官　熊田太輔氏を講師
に招き開催した研修会に議員全員で参加しました。
研修会への参加者は６７人であり、改めて更生保
護の大切さを学ぶことができました。

　昭和２６年の戦後、間もないころから始まった全国的な運動で、今年で７５回を迎えました。犯罪や非行の
防止、犯罪や非行からの立ち直りについて理解を深め、地域で見守り、支援することで新たな被害者も加
害者も生まない安全で安心な地域社会を築くことがこの運動の目的です。

　全国において検挙人数は年々減少してきましたが、その約半分は再犯者であることが分かりました。安
心で安全な地域社会を築いていくため、これからは再犯防止に向け、保護司、更生保護女性会、協力雇用
主の方だけに頼るのではなく、地域住民も更生保護に対する知識を深め、協力していくことが必要である
と感じました。

1 テ ー マ

“社会を明るくする運動”とは

学 び の ポ イ ン ト

「カラーユニバーサルデザイン」
について
　愛知県のカラーユニバーサルデザイン普及キャラバン隊
（NPO 人にやさしい色づかいをすすめる会）の出前講座に応
募し、議会広報誌編集委員会の委員を中心に議員と市職員
で色による情報を正確に受け取れない人（色弱者）などへの
配慮について学びました。

　色弱者だけでなく、一般的な色覚の方を含めて、誰に対してもきちんと正しい情報が伝わるように、色
の使い方などにあらかじめ配慮することです。

　色の見え方が違う先天性の色覚異常とされる方（色弱者）は全国に320万人以上いて、特に男性は20
人に1人の割合でいるとのことでした。スタッフとしてお越しいただいた強度の色覚異常である方からの
「信号機の色の識別すら困難」という説明には正直びっくりしました。市役所や議会が発行する印刷物も色
弱の方には読みにくい所があったかもしれません。今後は配色や文字の大きさにも気を遣い、誰もが読み
やすい紙面を作っていこうと強く思いました。

2 テ ー マ

「カラーユニバーサルデザイン」とは

学 び の ポ イ ン ト

　“社会を明るくする運動”の啓発活動として、１１月７日（金）に保護司会、更生保護女性会の皆様と
一緒に幼稚園、こども園、保育園を訪問させていただきます！

お知らせ

９月１１日　市役所大会議室にて

１０月３日　市議会委員会室にて
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　『開かれた議会』に向けた取組みとして、令和５年度から市内の高校との交
流会を行っています。本年度は半田農業高校（１月１４日）と半田東高校（１月
１６日）の生徒との交流会を予定しています。交流の様子は、ホームページ、議
会だよりでお知らせします。

　今号は中心市街地である知多半田駅前の今昔を掲載しました。昭和世代の方には懐かし
い風景ではないでしょうか。
　当時は名鉄の駅前から国鉄（ＪＲ）の駅に向かう道路のアーケードに店舗が立ち並び、人の
往来も多く、まちが活気に溢れていたと記憶しています。ユニー(西川屋)、いすず会館、映画
館など、今でも当時の風景が浮かんできます。
　この地域は知多半田駅前土地区画整理事業で「きれいなまち」になりましたが、多くの店舗
が郊外に移転したこともあり、昔のような賑わいはなくなってしまいました。しかし、ここは半
田の玄関口。半田市も地元商店街の皆様と一緒に、まちの活性化に取組んでいます。その拠
点として建てられたコココリンにも立ち寄る方が増えてきています。皆さんも一緒になって当
時の賑わいを取り戻しましょう。

定例会のお知らせ

高校生との交流事業（HANDA若者議会）

議会本会議
の予定へ

本会議映像
(YouTube)

過去の交流の
様子はこちら

■１２月定例会（会期１２月９日から１２月１９日まで）
一般質問と補正予算などの議案審議を行います。

表紙について

※会期中の日程はホームページでご確認ください。

本会議の様子はＹｏｕＴｕｂｅでも配信しています。
本会議は議場で傍聴することができます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　ようやく秋の気配を感じられるようになってきました。 温暖化の影響で短い秋ですが、
この時期ならではの行楽や食べ物を十分満喫してください。
　当委員会では親しみやすい誌面を目指し、写真の使い方や吹き出しの効果等、様々な
工夫を凝らしています。そうした変化を感じていただけたら幸いです。
　今後ともご期待の程よろしくお願いいたします。（麻生）

あ　と　が　き

委 員 長　有留　麻由
副委員長　鈴木　幸彦
委　　員　山本　裕介／澤田　勝
　　　　　麻生　七海／竹内　功治
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